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Ⅰ．みかん大出前講座のご案内
　本学の教員は、自身の教育や研究、社会活動の専門性や成果をもとに、県民の皆さまを
対象とした出前講座を行っております。皆さまからのお申し込みにより、集会・学習会な
どにお伺いして講演を行います。11 ページより掲載の「みかん大出前講座 テーマ一覧」
より、ご希望のテーマをお選びいただき、29 ページの「みかん大出前講座」申込書にて
お申し込みください。

① 目　的
　　 　みかん大出前講座は、より多くの県民の皆さまに、看護や医療、健康などに関心を

もっていただくことを目的としています。

② 対象者
　　 　県内に在住・在勤・在学の５名以上の参加者が見込めるグループ・団体などが対象

です。広く地域の方を受講者として募集することができる場合は、公開講座としての
開催をお願いします（本学ホームページに開催案内を掲載します）。

③ ご留意いただきたいこと
　　◦各講座の時間は１講座 90 分以内となります。
　　◦講師料は無料です。交通費のみご負担いただきます。（請求書は発行しません）
 交通費の計算は、申込者様所属の規程に基づき、お願いします。
 ＊規程がない場合、本学規程で対応いたしますので、お問い合わせください。
 ＊ただし、本学から会場までの距離が 2km 未満の場合は、負担いただく必要はございません。
 ＊ 交通事情等により現地宿泊が必要となる場合は、申込者様側で宿泊施設を予約し、その料金（素泊

まり料金）を直接宿泊施設にお支払いください。

　　◦施設からの申込件数は、２件以内とさせていただきます。
　　◦ 会場の手配、必要物品（PC・プロジェクター・スクリーン・講義資料の印刷等）の準備、

参加者への開催周知は申込者様側でお願いします。なお、本学を会場としてお貸し
することもできます（有料）。

　　◦ 講座のビデオ・カメラ・携帯電話等での撮影・録音は固くお断りいたします。オン
ライン講座につきましても、録画や再利用を禁止させていただきます。ただし、申
込者様による開催の記録として、写真撮影が必要な場合は、事前に講師へ直接ご相
談ください。

　　◦ 政治、宗教、営利を目的として実施する場合、もしくは、政治・宗教・営利を目的
とした催しと一体的に実施する場合はお断りします。

　　◦ 開催日や時間についてはご相談に応じますが、教員の業務の都合上ご希望に添えな
い場合があります。なお、土・日・祝日や夜間（終了時間が 20 時以降になる場合）
の開催については対応いたしかねますので、ご了承ください。

　　◦ 各講座の受付件数には上限があるため、やむを得ずお断りすることがございますの
でご了承ください。受付を終了した講座の情報は、本センターホームページに随時
掲載いたします。
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④ お申し込み期間
　　 　令和５年度のお申し込みは、令和５年11月30日（木）まで受付けます。開催希望

日の 60 日前までにお申し込みください。
　　 　講座ごとに、開催上限回数になり次第、受付終了となります。

⑤ テーマ選定～お申し込みの流れについて～

前ページに記載してある「③ ご留意いただきたいこと」をよくお読みください。

29 ページの「みかん大出前講座」申込書にご希望のテーマ名、必要事項等を
記載してください。

本冊子「令和５年度　三重県立看護大学　地域交流センター　講師派遣のご紹
介」に記載されている「みかん大出前講座」から、ご希望のテーマをお選びく
ださい。

必要事項を記入した申込書を、FAX または E-mail にて送付し、本センターまで、
お申し込みください。 （TEL/FAX：059-233-5610、E-mail：rc@mcn.ac.jp）

＜新型コロナウイルスの感染防止対策について＞
　　◦ 本講座においては、十分な感染防止対策のもと行っていただくことをお願いしてお

ります。
　　◦ オンライン講座についても、ご相談に応じます。ただし、オンラインで実施でき

ない講座もございます。詳しくは「みかん大出前講座 テーマ一覧」(11 ページ～ )
をご覧ください。

　　◦ 感染拡大状況に応じて、申込者様の判断で、中止またはオンライン講座としていた
だくことが可能です。その際は、地域交流センターまでご連絡、ご相談ください（場
合によっては、オンラインでご対応できない場合もあります）。

　　◦感染拡大状況により、本学の方針に従い中止させていただくことがあります。
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⑦ お問い合わせ先
　　三重県立看護大学　地域交流センター
　　〒 514-0116　三重県津市夢が丘１丁目１番地１
　　TEL/FAX：（059）233-5610
　　E-mail：rc@mcn.ac.jp
　　ホームページ // 三重県立看護大学＞地域交流センター＞みかん大出前講座

⑥ お申し込みから実施までの流れ

※ 申込みの前にお問い合わせいただくことも可能です。
※ 本学ホームページ「三重県立看護大学＞地域貢献・国際交流＞地域交流センター＞みかん大出前講座」

では、みかん大出前講座一覧が確認でき、申込み多数にて受付を終了した講座に関する情報や、「み
かん大出前講座申込書」をダウンロードできます。

※ 尚、申し込み後２週間を過ぎても、本センターからの返事がない場合は、お手数をおかけしますが、
お電話にてご確認くださいますようお願いします。

申込書に記載していただいた希望内容に応じて、本センターにて担当講師と日程
を調整します。

決定通知書を受領後、講座内容の詳細について、申込者様と担当講師との間で直
接打ち合わせをしていただきます。

日程調整後、本センターから申込者様宛に決定通知書（日時と交通費支払等手続
きに関する書面）をお送りします。

（日時の調整がつかず、やむをえずお断りすることがあります。ご了承ください。）

―　4　― ―　5　―



Ⅱ．みかん大リクエスト講座のご案内
　　 　本センターでは、看護研究に関する講座や出前講座等を実施しております。それら

の講座以外の内容をご希望される場合は、「出前講座にはない○○に関する講演をし
てほしい」などのご要望に合わせて、講師を派遣いたします。ご要望の際には、31 ペー
ジの「みかん大リクエスト講座」申込書にてお申し込みください。

　　 　なお、「みかん大リクエスト講座」は有料となりますので、あらかじめご了承くだ
さい。

① ご留意いただきたいこと
　　◦講師料はお問い合わせください。別途交通費もご負担いただきます。
 （請求書は、講座が終わりましたら、当センターより送付いたします）
 ＊本学から会場までの往復に要する交通費をご負担いただきます。
 ＊ 交通事情等により現地宿泊が必要となる場合は、申込者様側で宿泊施設を予約し、その料金　（素

泊まり料金）を直接宿泊施設にお支払いください。

　　◦ 会場の手配、必要物品（PC・プロジェクター・スクリーン・講義資料の印刷等）の準備、
参加者への開催周知は申込者様側でお願いします。なお、本学を会場としてお貸し
することもできます（有料）。

　　◦ 講座のビデオ・カメラ・携帯電話等での撮影・録音は固くお断りいたします。オン
ライン講座につきましても、録画や再利用を禁止させていただきます。ただし、申
込者様による開催の記録として、写真撮影が必要な場合は、事前に講師へ直接ご相
談ください。

　　◦ 政治、宗教、営利を目的として実施する場合、もしくは、政治・宗教・営利を目的
とした催しと一体的に実施する場合はお断りします。

　　◦ 開催日や時間についてはご相談に応じますが、教員の業務の都合上ご希望に添えな
い場合があります。

＜新型コロナウイルスの感染防止対策について＞
　　◦ 本講座においては、十分な感染防止対策のもと行っていただくことをお願いしてお

ります。
　　◦ オンライン講座についても、ご相談に応じます。
　　◦ 感染拡大状況に応じて、申込者様の判断で、中止またはオンライン講座としていた

だくことが可能です。その際は、地域交流センターまでご連絡、ご相談ください（場
合によっては、オンラインでご対応できない場合もあります）。

　　◦ 感染拡大状況により、本学の方針に従い中止させていただくことがあります。

―　6　― ―　7　―



② お申し込み期間
　　 　令和５年度のお申し込みは、令和５年 11 月 30 日（木）まで受付けます。開催希

望日の 60 日前までにお申し込みください。
　　 　お申し込みの前に、講師派遣のテーマ・内容等について、お問い合わせいただくこ

とも可能です。
 ※ 本学ホームページの「三重県立看護大学＞地域貢献・国際交流＞地域交流センター＞みかん大リク

エスト講座」では、「みかん大リクエスト講座」申込書をダウンロードできます。
 ※ 希望の教員名についてはなるべくご記入いただきますようお願いします。
 　 各教員の担当授業科目や研究課題等は、本学ホームページ「三重県立看護大学＞大学案内＞教員一

覧＞教員個人名」からご確認いただけます。
 ※ 尚、申し込み後２週間を過ぎても、本センターからの返事がない場合は、お手数をおかけしますが、

お電話にてご確認くださいますようお願いします。

③ お問い合わせ先
　　　三重県立看護大学　地域交流センター
　　　〒 514-0116　三重県津市夢が丘１丁目１番地１
　　　TEL/FAX：（059）233-5610
　　　E-mail：rc@mcn.ac.jp
　　　ホームページ // 三重県立看護大学＞地域交流センター＞みかん大リクエスト講座
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④ 過去３年間にリクエストのあったテーマ
派遣先 テーマ   ※ 重複した内容のテーマについては掲載を省略しています

医療機関

フィジカルアセスメント～新人編～ ／～呼吸・循環～
形態機能学を活かした看護実践
看護診断 ／ 関連図
マネジメントラダー評価について ／ マネジメントラダーの見直し
新キャリアラダー評価の検討会
コーチング
リーダーシップ（管理者編）
キャリアディベロップメント（管理者編）
看護研究
看護研究個別指導
研究論文の読み方、活かし方
ケースレポートをまとめよう

行政機関

施設・訪問サービスにおける感染症対策と業務継続のポイント
施設・居宅における感染対策 ～あれ？防護服ってどう着る＆脱ぐ？～
大規模災害時の対応　業務継続のため平時から備えておくこと
介護施設等における感染症のリスクマネジメント
認知症ケアについて
こころの健康づくり講演会 ～ストレスとうまく付き合うコツ～
今どきの育児の理解と保健指導のポイント
子どもを理解するための基礎知識
子どもの家庭福祉
子育て支援員研修修了者に期待する活動

教育機関

新型コロナウイルス感染症について ～知識と予防～
学校における感染症の予防と対策
思春期のこころとからだ
薬物乱用防止講座

その他

感染症予防対策
熱中症 with 新型コロナウイルス ～急変時対応も含めて～
コロナ禍におけるフレイル予防
認知症について
認知症の正しい理解と虐待の未然防止
認知症の初期症状、地域での見守り、気付きについて
高齢者の事故防止のための研修
健康寿命をのばそう！
ストレスと上手に付き合うために
ボランティア活動における熱中症対策について
子どもに関わる大人に必要な性のお話
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みかん大出前講座

Ａ  健やかな暮らしのために …… 11

Ｂ  将来の職業選択のために …… 19

Ｃ  高めよう保健・看護の力 …… 23
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A-1 タッピングタッチでこころと体をリフレッシュ
A-2 地域で育てよう！子どものやる気と自己肯定感
A-3 子どもの成長発達と毎日の生活習慣

－子ども達の脳が疲れている？－
A-4 思春期男子のこころとからだを理解しよう
A-5 楽しく・おいしく減塩しましょう！
A-6 子どもに関わる大人に必要な性のお話
A-7 知っておきたい！「女性のこころとからだ」
A-8 健康寿命をのばそう！
A-9 救急蘇生のい・ろ・は
A-10 薬に関する四方山話
A-11 血栓症の発症原因とその治療薬
A-12 出前します！「暮らしの保健室」
A-13 体験して考える高齢社会
A-14 健康で長寿な街づくり
A-15 社会的活動としての話すこと・聴くこと
A-16 「普通」ってなんだろう
A-17 ストレスとうまく付き合おう
A-18 認知症を知って、日々のケアに活かそう
A-19 知って防ごう熱中症
A-20 黙って働く腎臓、知って守って健やかに
A-21 幼稚園・保育園のバス置き去り事故を防ごう！

－ヒューマンエラーを防ぐための人間工学－
A-22 英語の感覚を身につけよう
A-23 音楽療法 de ヘルシー・ライフ
A-24 ローカルな視点からエネルギーを考える
A-25 土地の利用 / 保護と人間中心主義世界観の検討

Ａ  健やかな暮らしのために
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Ａ  健やかな暮らしのために

タッピングタッチで
こころと体をリフレッシュ

子どもの成長発達と毎日の
生活習慣－子ども達の脳が
疲れている？－

思春期男子のこころと
からだを理解しよう

地域で育てよう！子どもの
やる気と自己肯定感

小児～高齢者

保護者、関係者、一般

主に中学生や高校生の男子に関わる方
（中学生・高校生の男女が対象の場合でも対応可能です）

保護者、関係者、一般

家族、友人、同僚同士、お互いのケ
アの方法としてタッピングタッチを
行い、心と体をリラックス、リフレッ
シュさせ、ストレスを減らしたり、
関係性をよくするために行います。
※ 11 月まで開催可能です。

毎日の生活習慣の大切さを解説しま
す。スマホの視聴や睡眠と食事の関
係など、子どもの年齢や内容につい
ても相談に応じます。

思春期は「こころ」も「からだ」も
大きく変化する時期です。しかし、
男子は女子ほどその変化に注目され
ていなかったり、性教育の不十分さ
も指摘されたりしています。思春期
男子の特徴を知り、皆さんでよりよ
い関わり方を考えていきましょう。
※ 中高生向けの性教育等の場合、内容は要相談と

なります。

子ども達の自己肯定感について実際
の子ども達の様子やデータから分か
りやすく解説します。子ども達のや
る気を育てる関わり方を一緒に考え
ていきましょう。

A-1

A-3 A-4

A-2

対象者

対象者

対象者

対象者
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知っておきたい！
「女性のこころとからだ」

子どもに関わる
大人に必要な性のお話

健康寿命をのばそう

中・高校生、一般

一般

一般

ライフステージによって、女性は各
時期特有のこころとからだの変化に
向き合うことになります。こうした
変化と上手につきあい健康に過ご
すための方法を一緒に考えて行きま
しょう。
※以下の日程は除く。
　◦ 5/15 ～ 6/2 ◦ 6/2 ～ 8/4
　◦ 9/19 ～ 10/27 ◦ 11/13 ～ 12/22
　◦ R6 1/9 ～ 1/19

近年、全国および県内において性暴
力被害の相談件数が増加しています。
大切な子どもたちが性暴力の被害者
にも加害者にも傍観者にもならない
ために、大人に知っておいてほしい
性に関するお話をします。
※以下の日程は除く。
　◦ 5/15 ～ 6/2 ◦ 6/2 ～ 8/4
　◦ 9/19 ～ 10/27 ◦ 11/13 ～ 12/22
　◦ R6 1/9 ～ 1/19

介護を受けたり寝たきりにならず、
自立した毎日を送るために気を付け
たい食生活と運動についてわかりや
すく説明します。
※ 動きやすい服装でご参加ください。

A-5

A-7

A-6

A-8

対象者

対象者

対象者

楽しく・おいしく
減塩しましょう！

地域にお住まいの方

健康増進、生活習慣病予防のために
も減塩は重要です。地域にお住まい
のみなさんに無理なく簡単に減塩で
きる方法をお教えします。あらため
て、みなさんで減塩について考えて
みませんか。

対象者
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救急蘇生のい・ろ・は 薬に関する四方山話

血栓症の発症原因と
その治療薬

出前します！
「暮らしの保健室」

一般 一般

一般 一般

一般市民向けの救急蘇生（心臓マッ
サージおよびＡＥＤの取り扱い）に
ついて、新型コロナウイルス感染症
対策の最新の知見も踏まえながら実
際に体験していただきます。

近年、薬局でも様々な薬を容易に入
手ができるが、その使用に際しての
知識は十分とは言えない。本講座で
は、風邪薬等の一般的によく使われ
る薬の正しい使い方等について解説
する。

近年、医療の高度化に伴い、深部静
脈血栓症の患者数が増加している。
本講座では、種々の血栓性疾患につ
いて、個々の発症原因と共に、それ
ぞれの治療薬や日常的予防法を分か
りやすく解説する。

本学で実施している「暮らしの保健
室」を出前します。健康チェックが
できる機器類をお持ちして、みなさ
んの健康チェックをします。そして、
地域のみなさんが健康に過ごせるヒ
ントをお伝えします。

A-9 A-10

A-11 A-12

対象者 対象者

対象者 対象者
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Ａ　
健
や
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

Ａ　
健
や
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

体験して考える高齢社会

社会的活動としての
話すこと・聴くこと

健康で長寿な街づくり

中学生、高校生、大学生

高校生、一般

一般、高齢者

高齢者体験セットを装着し、身体機
能の疑似体験を通して高齢者に対す
る理解を深めます。また、「認知症」
を取り上げ、正しく知るきっかけと
するとともにエイジズム（年齢差別）
について考える機会にします。
※  9 月下旬～ 1 月中旬までは原則水曜日のみ可

能。
※１回に 20 名まで。
※会場は数メートル歩き回れるスペースが必要。
※参加者はズボン着用のこと。

日頃当たり前のように行っている話
すことや聴くことですが、じつはと
ても精密な方法にもとづいて作り上
げられています。この点を具体的な
事例を検討しながら確認していって
みましょう。
※以下の日程は除く
　◦ 11/1 ～ 12/1 ◦ 12/18 ～ R6 1/14
　◦ R6 2/19 ～ 2/28

健康で長寿な街づくりを目的に、地
域のサロン等に出向き、健康に関す
る講話や実技をいたします。また、
サロンの立ち上げなどのご相談にも
応じます。

A-13

A-15

A-14

対象者

対象者

対象者

「普通」ってなんだろう

高校生、一般

「普通の人であること」を私たちはし
ばしば求められたり、みずから望ん
だりします。でも「普通である」と
は一体どんなことなのでしょうか。
このことを社会学の観点から一緒に
考えていってみましょう。
※以下の日程は除く
　◦ 11/1 ～ 12/1 ◦ 12/18 ～ R6 1/14
　◦ R6 2/19 ～ 2/28

対象者

A-16
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認知症を知って、
日々のケアに活かそう

知って防ごう熱中症

ストレスと
うまく付き合おう

一般、介護職、関係者

中学生～一般、看護職

一般

認知症の方にどう関わったらいいか
分からない、日々のケアが上手くい
かない、など困っていませんか。認
知症の人たちを知り、より良いケア
を一緒に考えていきましょう。

気温や湿度が高いと、熱中症になる
リスクが高まります。暑い夏を健康
に過ごせるよう、その原因や予防法
を分かりやすく説明します。

ストレスにうまく対処できています
か？ストレスを完全になくすことは
できません。ストレスを知り、健康
的な身体と心を作っていくことが大
切です。自分に合ったストレスとの
付き合い方について考えましょう。
※以下の日程の場合は応相談
　◦毎週火曜日
　◦ 5/15 ～ 6/2 ◦ 9/19 ～ R6 1/19

A-18

A-19

A-17

対象者

対象者

対象者

黙って働く腎臓、
知って守って健やかに

中学生～一般

腎臓は尿を作る以外にも重要な役割
があります。普段あまり気にかける
ことのない臓器で、悪くなってもな
かなか自覚できません。黙って働く
健気な臓器のことを知って大事にし
てあげたいですね。

A-20

対象者
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Ａ　
健
や
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

Ａ　
健
や
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

幼稚園・保育園のバス置き
去り事故を防ごう！
－ヒューマンエラーを
　　防ぐための人間工学－

音楽療法 de
ヘルシー・ライフ

英語の感覚を身につけよう

一般

小学生～一般

小学生～一般

幼稚園や保育園の送迎バス置き去り
事故はヒューマンエラーに起因しま
す。本講座では幼稚園や保育園の送
迎バス置き去り事故の防止を目的に
エラーの人間工学的対策について解
説をします。

音楽の好みは人それぞれですが、「聴
きたい音楽」と「聴くと身体にいい
音楽」は異なります。様々な種類の
楽器を試してみたり、音や音楽の効
能を知って、自分の心と身体の健康
を維持する音や音楽を見つけましょ
う。

普段、話したり書いたりしている日
本語を英語にしたいと思ったことは
ありませんか？簡単な内容から複雑
かつ専門的な内容まで、文章全体の
ニュアンスを考え、コツをつかみな
がら、英語の感覚を身に付けましょ
う。

A-21

A-23

A-22

対象者

対象者

対象者

ローカルな視点から
エネルギーを考える

一般

私たちの日常生活に不可欠な電気エ
ネルギーについていっしょに検討し
ませんか。現在の電気エネルギーの
諸問題について共有し、地域のゼロ
エネルギーを長期的に達成するため
の考え方や、再生エネルギー導入に
伴う地域問題などを元に、課題解決
に向けた話題提供を行ないます。
※ 講座の開催形式（講演またはワークショップ）

などについては柔軟に対応します。ご相談くだ
さい。

対象者

A-24
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土地の利用／保護と人間中
心主義世界観の検討

一般

土地に本当に住むとはどういうこと
かを真剣に考え続けている人たちが
います。また、人間の利用価値以上
の価値が土地にあると考えてきた人
たちがいます。そうした考えの変遷
についてアメリカ合衆国の歴史を中
心に検討します。
※ 講座の開催形式（講演またはワークショップ）

などについては柔軟に対応します。ご相談くだ
さい。

A-25

対象者
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B-1 看護の仕事について

B-2 看護職（保健師、助産師）のお仕事を知ろう

B-3 看護大学で学ぶ「看護技術」の授業

B-4 大学で学ぶこと

B-5 どんな仕事に興味があるかな

Ｂ  将来の職業選択のために
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Ｂ  将来の職業選択のために

看護の仕事について

看護大学で学ぶ
「看護技術」の授業

大学で学ぶこと

看護職（保健師、助産師）
のお仕事を知ろう

小学生・中学生

高校生 高校生

中学生・高校生

将来の職業選択の一助となるように、
小中学生を対象に、看護師、保健師、
助産師の仕事の概要をお話します。
※９月を除く。
※火、金は比較的開催可能です。

看護職になるために必要な学習内容
の一部を紹介します。看護大学で実
際に行われている「看護技術」の授
業を少しだけ体験してみましょう。
※９月を除く。
※火、金は比較的開催可能です。
※ 1 回 30 名まで。

誰でも選ばなければ大学に入学でき
る状況の今日、改めて大学で学ぶこ
との意義について考えます。

保健師、助産師のお仕事をご存じで
すか？看護師との違いを具体的にお
伝えします。職業選択の幅を広げて
ください。
※ 11 月まで開催可能です。

B-1

B-3 B-4

B-2

対象者

対象者 対象者

対象者
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Ｂ　
将
来
の
職
業
選
択
の
た
め
に

どんな仕事に
興味があるかな

高校生、中学生
（看護職志望でなくでも可）

世の中にはたくさんの仕事がありま
す。「どんな仕事があるのか」「自分は
どんな仕事に興味があるのか」を知り、
職業選択の参考にしてください。
※原則、火、水、金に開催可能です。
※ 9/4 ～ 9/29 を除きます。
※オンライン講座は不向きです。

B-5

対象者
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C-1 赤ちゃん訪問で活用できる保健指導のポイント
－現代の子育て、情報との付き合い方を学ぼう－

C-2 そうだ！ WOC に聞いてみよう！
（褥瘡、ストーマ、フットケア等）

C-3 性暴力被害を受けた方たちへの看護について考えよう

C-4 ストレスを知り、看護に活かす

C-5 医療事故はなぜ起きる？
－ヒューマンエラーを防ぐための人間工学－

C-6 職場のメンタルヘルス

Ｃ  高めよう保健・看護の力
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Ｃ  高めよう保健・看護の力

赤ちゃん訪問で活用できる
保健指導のポイント
－現代の子育て、情報との
　　付き合い方を学ぼう－

そうだ！
WOC に聞いてみよう！

（褥瘡、ストーマ、フットケア等）

看護職
一般、看護職、介護職等

赤ちゃん訪問で、おへそのこと、外
気浴のこと、おしゃぶりのことなど、
あれこれ質問されて困ったことは
ありませんか？一緒に共有し考えま
しょう。
※ 11 月まで開催可能です。

スキンケア一般、褥瘡の予防、処置、
ストーマのケア、フットケアについ
て、その人にとってどんな方法が良
いのかを一緒に考えましょう。

C-1

C-3 C-4

C-2

対象者

対象者

ストレスを知り、
看護に活かす

看護師、保健師

精神看護をするうえで、ストレスへ
の看護を知ることは非常に重要です。
本講座では、自分自身のストレスを
知り、対処方法等について考えるこ
とを通して、精神看護の能力向上を
目指します。
※以下の日程の場合は応相談。
　◦毎週火曜日
　◦ 5/15 ～ 6/2 ◦ 9/19 ～ R6 1/19

対象者

性暴力被害を受けた方たち
への看護について考えよう

看護職

性暴力被害は心身に大きな影響を及ぼ
します。初期対応にあたる看護師の対
応は重要であり、その後のケアにおい
ても専門的な知識が必要です。性暴力
対応看護師（SANE-J）が、性暴力被
害を受けた方への急性期対応および中
長期支援についてお話します。
※以下の日程は除く。
　◦ 5/15 ～ 6/ ２ ◦ 6/2 ～ 8/4
　◦ 9/19 ～ 10/27 ◦ 11/13 ～ 12/22
　◦ R6 1/9 ～ 1/19

対象者
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Ｃ　
高
め
よ
う
保
健
・
看
護
の
力

医療事故はなぜ起きる？
－ヒューマンエラーを
　　防ぐための人間工学－

職場のメンタルヘルス

看護職
看護師、介護士等

忘れ物から交通事故、さらには医療
事故などの人為的事故はなぜ起こる
のか？本講座では、ヒューマンエラー
の人間工学的対策、医療分野におけ
るエラーの分析手法についても解説
をします。
※講義時間 90 分
　（60 分でも一部省略して実施可能）

感情労働といわれる医療職を対象に、
ストレスへの理解を深め、医療者自
身のメンタルヘルスを保つにはどう
したらよいか考えます。

C-5 C-6

対象者

対象者
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申 込 用 紙

❶みかん大出前講座

❷みかん大リクエスト講座
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令和５年度「みかん大出前講座」申込書

申込書記入日 令和５年  月  日 

類分称名体団・関機
医療機関・行政機関・社会福祉機関・
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・
ボランティア団体・その他(     )

（ふりがな）
担当者名 

住所 〒 電話  

FAX E-mail 
※必ずご記入願います 

＊申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、出前講座決定通知書の送付や出前講座実施に向けての打ち合わせに使用
　させていただくものであり、その他の用途に使用することはありません。 

希望日時 
第１～３
（土日・ 
祝日不可）

① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 

希望 
会場名 名数人定予加参

会場 
所在地 参加者の内訳

（例：看護師30名、
保護者30名、高校
２年生30名など） 

番号/ 
テーマ名 

No.
    － 

テーマ名 

出前講座資料 
□ 事前に必要  　  □ 当日でよい  
＊資料の有無は講座によります。 
　必要部数の印刷は依頼者側で行っていただきます。

広く地域の方を受講者として募集する
ことができる （本学HPに開催案内を掲載）

可能  不可能  要相談 

以下は地域交流センター使用欄 

三重県立看護大学地域交流センター「みかん大出前講座」決定通知書 受付No(         )

　ご依頼いただきました出前講座は、下記の通り決定しましたのでお知らせします。 
                                       令和５年  月  日 

開催日時  令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 

教員氏名 教員連絡先  

上記の教員にご連絡のうえ、詳細な打ち合わせを行ってください。ご不明な点がありましたら下記の連絡先まで
お問い合わせください。   

【連絡先】三重県立看護大学地域交流センター  
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      
TEL/FAX：（０５９）２３３－５６１０   E-mail：rc@mcn.ac.jp

三重県立看護大学地域交流センター

No. テーマ名  テーマ番号

切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
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令和５年度「みかん大リクエスト講座」申込書

類分称名体団・関機
医療機関・行政機関・社会福祉機関・
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・
ボランティア団体・その他(     )

（ふりがな）
担当者名 

住所 〒 電話  

FAX E-mail 
※必ずご記入願います 

希望日時 
第１～３

① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 

希望 
会場名 名数人定予加参

会場 
所在地 参加者の内訳

（例：看護師30名、
保護者30名、高校
２年生30名など） 

希望する
教員氏名 

テーマ名 

具体的内容 
＊その他ご希望がありましたらご記入ください。

＊別紙添付可 

以下は地域交流センター使用欄 

テーマ名

開催日時  令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 

職名
教員氏名 教員連絡先  

上記の教員にご連絡のうえ、詳細な打ち合わせを行ってください。ご不明な点がありましたら下記の連絡先まで
ご連絡ください。   

【連絡先】三重県立看護大学地域交流センター  
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      
TEL/FAX：（０５９）２３３－５６１０   E-mail：rc@mcn.ac.jp

申込書記入日 令和５年  月  日 

三重県立看護大学地域交流センター「みかん大リクエスト講座」決定通知書
　ご依頼いただきました事業の担当教員は、下記の通り決定しましたのでお知らせします。 

受付No(         )

                                       令和５年  月  日 

三重県立看護大学地域交流センター

＊申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、本事業決定通知書の送付や本事業実施に向けての打ち合わせに使用させて
　いただくものであり、その他の用途に使用することはありません。 

切
り
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
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